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「生き方我が道」発表会を行いました。６月20日（金）

最優秀賞 佐々木孝明 （物理学・生物学ゼミ）
「セミの抜け殻からわかる自然環境」

優秀賞 有田 瑠那 （看護学・栄養学Ⅰゼミ）
「高齢者に対し求められる「対話」とは」

優秀賞 鈴木 颯 （社会科学Ⅰゼミ）
        「交通事故を減らすには」
代表発表
渡辺ちうめ（ 教育学・語学ゼミ ）「語学力が上がる映画のジャンル」
篠原 悠花（ 社会科学 Ⅱ ゼミ ）「衣服による環境問題を減らすためには」
小野菜生子（ 人文科学 Ⅰ ゼミ ）「読書と成績の関係とは」
木股 柊太（ 人文科学 Ⅱ ゼミ ）「高校生の「不安」を和らげるには？ 」
井口 恵花（ 人文科学 Ⅱ ゼミ ）「目から噓を見抜くには」
中村 季吏（ 数学・情報学ゼミ ）「待ち時間を求める」
水野 真希（ 生物学・化学ゼミ ）「消化されるガム」
薮谷 朱音（看護学・栄養学ゼミ）「子宮頸がんワクチンの接種状況と課題」
福岡 杏珠（ ス ポ ー ツ ゼ ミ）「音楽が試合前のコンディションに与える影響」

代表者のみなさん、ステキな発表をありがとうございました。緊張する中、堂々とプレ
ゼンしきったと思います。その頑張りに拍手です。代表者の発表が出来上がるまでには、
各ゼミでの活動の積み重ねがあり、そこには全員が関わっていたことになります。

本校が平成８年度から他の高校に先駆けて取り組んできた「総合的な学習の時間」は、
生徒の考える力を培い、ひいては生徒に生き方や在り方に関わる学びの場を提供してきま
した。令和４年度からカリキュラムの変更にともない「総合的な探究の時間」となり、恵
那高に在籍する普通科の生徒が３年間取り組んできた上記の「総合的な探究の時間」の集
大成が、今回実施した『生き方我が道』の各ゼミ代表者発表会になります。２年次から各
自の進路にもかかわる関心事について調べ上げ、見つけ出した課題や疑問について、仮説
を立てて検証し、考察をするという探究方法を積み重ねてきました。

        

             

     



本校理数科の３年次生は、１年次より自らの問いを元に、自身が設定した理数の
テーマについて、グループで課題研究に取り組んで参りました。今回は、その最終発
表会を実施しました。発表は、今後課題研究を行っていく本校理数科１年生が見学し、
３年生と探究の考え方について、座談会を実施しました。また発表は、保護者、各教
育関係者にも参観いただきました。
各グループが、昨年２年次の秋の研究発表会で見つけた、新たな問いと課題の解決

に取り組んだ最終成果を発表しました。今後は校外の各種コンクールや、学会での発
表へと、研究活動を進めていきます。

３年生「課題研究発表会」を行いました。７月３日（木）

物理ゼミ「コカ・コーラを吹きこぼれなくするには」
「静電気の性質」
「聞こえやすい糸電話」
「柔らかなあずきバーの作成」
「わりばしの割れたあとの形と
加える力の大きさの関係」

「水はけのよい砂の条件」
「ジェンガの勝率を上げる」
「高校生のための鉛筆の芯の摩耗と
筆記特性の関係性に関する実験的研究」

化学ゼミ「アクリル絵の具の取り方」
「半永久ボールペン」
「炎色反応の発展」
「中和反応で消臭」
「柑橘類の皮の有効活用」
「紙の変色」
「色素増感太陽電池を改良する」
「軽い紙を作る」
「天草から和紙を作る」
「バナナの皮からバイオエタノール」

生物ゼミ「鶏卵の卵殻の肥料としての有効性について」
「プラナリアによる細胞記憶」
「養液栽培と土壌栽培の成長の違い」
「金魚の学習能力」
「ミミズが地上に出てくる条件」
「緑茶の泡を短時間で消すには」
「非薬物療法による睡眠障害の改善方法」
「肌と環境に優しい日焼け止めを作る」

数学ゼミ「完璧な完全直方体は存在するか」
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